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【内容紹介】

なぜ ｢地方｣ から医師が消えていくのか。
それを食い止めることはできるのか。
医師偏在の発生メカニズムを地域経済学の視点で解き明かす

　医療の対象が人間である以上、医師偏在問題を解決するためには、人口の流動性やその奥に
ある地域産業の動態、さらには医療の成り立ちや経過について地域ごとに分析し、そこから見
えてくる「過疎医療の地域性」を理解したうえで、医療を地域問題の中心に据えて対策を講じ
る必要がある。しかし、このような考えに基づいた医師偏在対策はこれまでとられてこなかった。
なぜなら、「医師偏在」の原因は医療内部、医療の供給サイドにあると考えられてきたからであ
る。そのため、政府はあくまで医療側の論理で地域に医師や医療を配置、配分してきた。また、
医学部入学定員を増員し医師総数を増やすことで地方への医師の再配分を促し、医療資源の不
均衡な分布を是正しようとした。このような医療政策を推し進めた結果、どうなったか？医療
格差は拡大し、多くの過疎地域の医療は崩壊の危機に瀕している。本書では、医師偏在問題は
医療政策だけでは解決できないとの立場から、地域経済学の視点で解き明かす。
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